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北海道浦河地域のランプロファイアーのK一触年代

久保和也＊・柴田　賢＊＊・佐藤博之＊

KuBo，Kazuya，SHIBATA，K．en　and　SAToH，Hiroyuki（1984）　K－Ar　age　oflamprophyre　in　the

　　Urak翫wa　area，Hokkaido．B麗」乙060」。S鉱7η，」ζ吻η，voL35（2），p。87－90。

Ab就臓c重＝K－Ar　dating　was　carried　out　on　biotite　extracted　fピom　alkali　lamprophyre　in　the

Urakawa　area．The　biotite　yields17。7士0。5Ma，indicating　that　the　lamprophyre　dike　was　in－

truded　during　the　Early　Miocene．It　is　noticeable　that　the　youngest　granitic　rocks　and　mig－

matites　in　the　Hidaka　belt　and　the　alkali　volcanic　rocks　in　the　Tokachi　region　have　almost　the

same　age　as　the　alkali　rocks　in　the　Urakawa　area．

1．　ま　え　が　き

　北海道浦河町には白亜系の泥岩中にランプロファイア

ーの岩脈が分布する．この岩脈は10万分の1「浦河」図

幅（竹内・三本杉，1938）でモンチカイト質岩として記載

されているものである．久保ほか（1983）は本岩について

全岩化学分析を含む岩石学的検討を行い，本岩がアルカ

リ岩系列に属し，ミネットとモンチカイトの中間的な性

質を持つマイカランプロファイアーである事を示した。

　近年北海道中軸部の研究が進み，その構造発達史につ

いて従来とは大きく異なる見解が出されてきている．す

なわち石塚（1980）及び小松ほか（1982）によれば，神居古

潭構造帯と日高変成帯はともに海洋性地殻と大陸性ない

し島弧性地殻の接合部に相当すると考えられている．北

海道中軸部に分布する火成岩は主にソレアイトとカルク

アルカリ岩で，明らかにアルカリ岩と考えられるものの

産出は目高変成帯中の石英モンゾナイトやドレライト等

ごくわずかである（MAEDA，19811MAEDA6渉α♂．1981）・

またその活動時期も明らかでない．したがって浦河地域

のランプロファイアーの年代を明らかにする事は北海道

中軸部の構造発達史を考えるうえで重要と考え，K－Ar

法により年代測定を行ったので，その結果を報告する．

　本報告を行うに当たり，当所地質部酒井彰技官から浦

河地域の地質について御教示いただいた．また同技術部

内海茂技官には年代測定実験に際し援助を受けた．これ

らの方々に厚く御礼申し上げる．

2．地質概要
浦河地域の地質にっいては，蟹江（1974），酒井（1976）

及び蟹江ほか（1981）によりその概要が明らかにされてい

る（第1図）．それによると，本地域には主として白亜系

の下部・中部及び上部蝦夷層群が分布する．これらの白

亜系はその分布東縁において日高西縁輝緑岩帯のナイ沢

層と断層で接する．また下部蝦夷層群の下位に整合で接

するニタラチ層が上記断層沿いに断続的に分布する1）．

また白亜系は中期中新世の上杵臼層により不整合に覆わ

れる。

　ランプロファイアーはこれらの白亜系の泥岩中に厚さ

数mの岩脈として分布し，一般に泥岩の層理とほぽ平行

に貫入している．被貫入の泥岩はほとんどホルンフェル

ス化しておらず，接触部からわずか数cmの範囲におい

てやや硬化する程度である．

　白亜系中の岩脈としては，このほかに様似付近にひん

岩が知られている．このひん岩の貫入時期は白亜紀以後

であるものの，上限は確定されていない．

3．測定試料

　年代測定に使用した試料は乳呑川流域の，河口から

4・5km上流の岩脈から採取したもので（第1図に丸印で

表示），この岩脈は竹内・三本杉（1938）の地質図において

既に示されている．

　本岩脈は幅6。8mで，粗粒・斑状（径1cm弱）の黒雲母

・単斜輝石及び杏仁状の沸石の目立つ暗緑灰色の岩石か

らなる．岩脈の最外縁部1・5cmの範囲は緻密な急冷相

をなし，その内側の岩脈の主部は石基の粒度により細粒

岩相と粗粒岩相に2分される．細粒岩相から粗粒岩相に

漸移する位置は岩脈の縁からL5mのあたりである．年

代測定用試料には細粒岩相の部分を採取し，この部分か

＊地質部　　＊＊技術部 1）第1図では省略．
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第1図　浦河地域の地質図ならびにK－Ar年代測定試料採取位置図（蟹江，1974に一部加筆）

　　　丸印：試料採取位置

第1表　浦河地域のランプロファイアーの黒雲母K－Ar年代

Rock Mineral Kl20
（％）

40Arrad
（10－6ml／9）

Atm．40Ar
　（％）．

Age
（Ma）

Lamprophyre Biotite（32－60mesh）　　　9．20

　〃　（60－100mesh）　8．96

5．35

5．08

41．1

53．6

17．9±0．6

17．5ゴニ0．7

17．7ニヒ0．5

ら斑晶黒雲母を分離して測定に供した．以下に細粒岩相

の鏡下における特徴を記述する．

　ランプロファイアー，細粒岩相

　　斑晶　黒雲母・単斜輝石

　　　黒雲母は自形もしくは融食形で，自形結晶は赤

　　　褐色の中央部，淡褐色の狭い中間帯，濃赤褐色

　　　の周縁部からなる顕著な累帯構造を有する．単

　　　斜輝石は自一半自形で，弱い累帯構造を示す淡

　　　緑色の中央部，やや屈折率の低い無色の中間

　帯，高屈折率で淡黄色を呈する周縁部からな

　　る．

石基　黒雲母・単斜輝石・カリ長石・磁鉄鉱一・チタ

　　　ン鉄鉱・黄鉄鉱・沸石

　　黒雲母は自一半自形板一柱状，長径0．05－0．1

　mm，単斜輝石は半自形粒一柱状，長径0．05－

　0．1mm，カリ長石は長径0．05mm，幅0．01mm

　以下の柱状，不透明鉱物は径0．01－0．l　mmの粒

　状を示す．これらの結晶粒間は弱い光学的異方

　性を示す沸石により埋められている．この沸石

　は局部的に濃集して溜りを形成している．溜り

　の大きなものは杏仁状を呈し，径5mm前後に

　及ぶ．この杏仁状部からはX線粉末法により方

　沸石とソーダ沸石の存在が確認されている．

岩石は単斜輝石が黄緑色粘土鉱物及び方解石によ

り一部交代されているものの，ほぼ新鮮である．

　　　　　　4．測定方法

K－Ar年代測定は岩石から分離した斑晶黒雲母につい
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て実施した．試料作成手順は以下のとおりである．まず

岩石をジョー・クラッシャーにより粉砕し，径0・5－1cm

の黒雲母の厚板状結晶を分離採取した．次にそれらの結

晶をへき開に沿って剥離し，挟在する沸石や不透明鉱物

等の異質物を除去した後粉砕した。この段階で粒径が32

－60メッシュ及び60－100メッシュの黒雲母を試料として

各々年代測定に用いた．

アルゴンの抽出・精製は石英・パイレックスガラス製

の高真空装置内で行い，黒雲母を1300℃で20分間加熱・

溶融し，チタンスポンジでガスを精製し回収した．アル

ゴン同位体比の測定はMicromass6型質量分析計を用い

て行った．カリウムの定量は原子吸光分析法によった．

K－Ar年代の計算に用いた定数はλβ＝4・962×10－10／y，

λe＝0．481×10－10／y，40K／K＝0．01167atom％である

（STE・GER　and∬GER，1977）・本報告中に引用したK－Ar

年代（柴田ほか，1975；柴田・石原，1981）は上記の定数

を用いて換算した値である．

5．　測定結果及び考察

浦河地域のランプロファイアーの黒雲母K－Ar年代は

第1表に示すように17．7土0。5Maとなった．したがって

本岩脈は前期中新世に貫入固結したと考えられる．この

ことは，本岩脈が白亜系中にだけ分布し，隣接する中部

中新統を貫いてないことと調和的である．

北海道中軸部で本岩脈の年代に近い年代値が得られて

いる火成岩は目高帯の花商岩類である．すなわち，目高

帯の花闇岩類のうち活動時期の最も若い岩体では16・5－

18．6M＆の値が得られている（柴田・石原，1981）．また，

目高帯のミグマタイトの年代は33－17Maに及び（同，

1981），本岩脈と同時期のものも一部含まれている．神居

古潭構造帯と目高変成帯が相接して現在のような北海道

中軸帯を構成するようになったのは中新世に入ってから

と考えられている（岡田，1979）。また，目高帯の上昇一

削剥が本格化したのは中新世中一後期である（高橋，

19741宮坂・菊池，1978）．このような時期に目高帯では

主として珪長質の深成活動があり，その西方では目高西

縁輝緑岩帯を隔てて，小規模で地域も限られるとは言

え，アルカリ岩の活動があったことになる．この点に関

連して，日高変成帯に小規模分布するアルカリ岩につい

て，その年代や珪長質深成活動との関係等が明らかにな

れば，本地域のランプロファイアーの地質学的位置づけ

はより明確になり，対比も可能と期待される．

　なお，アルカリ岩の活動という点では，中軸部からは

東方へ50km程離れるが，十勝地域に分布するコメンド

岩及び大川溶結凝灰岩（大川岩）（根本，19331佐藤，

1970）が注目される．大川岩についてはアノーソクレー

スのK－Ar年代として15．5圭0．6Ma（柴田ほか，1975）

が得られている．本文のランプロファイアーとは地理的

位置も遠く離れている上に，岩石学的特徴も異なるので

両者を関連づけるのは困難である．しかし，浦河地域と

十勝地域のアルカリ岩がほぼ同年代であることは注目さ

れる．
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